
■米国：アップル社が電力販売事業への参入に向け、FERCへ許可申請 

iPhone等で有名なアップル社は 2016年 6月 6日、連邦エネルギー規制委員会（FERC）

に、子会社を通じた電力販売事業への参入申請を行った。アップル社は、将来的に自家消

費電力の 100％を再エネで賄う目標を掲げ、電力購入契約分も含め全米に 22万 kWの再エ

ネ発電資産を保有している。これらの設備は自家消費がメインであるが、今回の申請が承

認されれば、自家消費の余剰分等を卸電力市場へ売却することができる。また、エンドユ

ーザーに対し卸価格で電力を販売することも可能となることから、太陽光のネットメータ

リング制度の変更に対する効果的なリスクヘッジにもなる。なお、電力の販売はデラウェ

ア州に設立する子会社のアップルエナジー社を通して行われる予定となっている。 


